
宮城県北自然エネ見学会 
 

 

山も地域も元気に‼リアスの森バイオ 

 今年のきらきら発電の自然エネルギー見学会は宮城

県北の旅。最初に気仙沼の「リアスの森バイオマスプラ

ント」を見学。気仙沼地域の森から出る間伐材を燃料に、

木材チップでガス化発電し、温水をホテルに供給する会

社です。しかも間伐材の買い取り分の半額を地域通貨で

賄い、地域おこしにも貢献するという内容です。専務は

気仙沼商会も経営する方。社員には震災ボランテイアで

関西から気仙沼に来て、気仙沼で就職することを決めた 

という若者もいました。 

県内初の大型風力発電 

   気仙沼市民の森風力発電所 
 次に見学したのが「気仙沼市民の森風力発電所」。気仙沼市の公園「市民の森」の土地を市か

ら借り受けて 2017 年 1 月に運転開始した出力 7,480 ㎾の大型風力発電(写真上)です。7 年間の

準備期間をかけた大型プロジェクトで、地域の将来を見据えて電力の「地産地消」をめざしてお

り、私たちに語りかける社長の眼がきらきら輝き、その心意気の強さが伝わってきました。 

 

奨学金制度開始をめざすＮＰＯおながわ市民共同発電所 

 翌日はＮＰＯおながわ市民共同発電所の太陽光施設 2 か所を見学(写真下)。地元 NPO の皆さ

ん 6 人がきらきらの旅行客を歓迎してくれました。おながわ市民共同発電所の特徴は「地元出

身学生対象の奨学金制度」を有すること。来年度から実施する計画になっているそうです。 

エネルギー独立施設めざす東松島市あおみな(復興多目的施設) 

 午後は東松島市大高森にある復興多目的施設「あおみな」を見学。ここは太陽光・風力・バイ

オマス発電(バイナリー発電)を活用してエネルギー独立型の施設運営をめざしています。 

 

１００度以下の熱水で発電できるバイナリー発電 

 バイナリー発電とは、木材チップを燃やしてできた熱水の熱を低沸点の熱媒体(フロンなど)に

置き換え、低沸点の熱媒体でタービンを回して発電させる仕組みです。水を蒸気に替える必要が

なく、100 度以下の熱水で発電できるのが特徴です。2015 年にきらきら発電が見学した福島県

土湯温泉の「株式会社元気アップつちゆ」も、このバイナリー発電を採用していました。 

 バイナリー方式は、温泉の源泉をそのまま活用でき、また温泉にもどせるという素晴らしい特

徴を備えています。この方式により、今後バイオマス発電や地熱発電の発展が期待できます。 

 



多賀城市伝上山に太陽光発電５号機計画 

  坂総合病院駐車場にガレージ式の太陽光発電所 
 ＮＰＯきらきら発電の役員会は、12 月 14 日、2019 年 3 月多賀城市伝上山 4 丁目 116-1 にあ

る坂総合病院公用駐車場に、ガレージ式の太陽光発電所(パワコン 50ｋｗ、パネル 81ｋｗの過

積載)を建設することを決定しました。総工費 1,900 万円、施工業者はプロジェクトウサミ(黒川

郡大和町吉岡南)です。 

 多賀城市伝上山の坂総合病院の駐車場にガレージ式の太陽光発電所を建設する計画は、4 年前

に持ち上がった話です。その時建設するかどうかの決定は保留しつつ、宮城厚生協会の内諾を得

て、資源エネルギー庁および東北電力に建設許可申請をし、20 年間 27 円の売電権利を確保しま

した。昨年仙南の津波被災地亘理町長瀞に 4 号機を建設することになり、自動的に多賀城市伝

上山の駐車場への建設は 2019 年度の課題となりました。 

 ところが今年 9 月資源エネルギー庁が過去に許可した再生可能エネルギーの売電価格を引き

下げる動きに出たため、27 円の売電価格を守るため、急遽、2019 年 3 月(2018 年度内)に建設せ

ざるを得なくなりました。そのような事情を公益財団法人宮城厚生協会がくみ取ってくださり、

12 月 8 日の理事会承認となりました。 

                                              きらきら最後の建設計画です 

                                               今回の 5 号機建設が、ＮＰＯきらきら発 

                                              電としての最後の建設計画です。基金および 

                                              寄付金協力のラストチャンスです。 

                                               

 

 

 

 

 

 

 

きらきら発電市民共同発電所ニュース

2018年 12月号     〒981-3215  

仙台市泉区北中山３丁目１７―１２、広幡方 

 電話・ＦＡＸ  ０２２(３７９)３７７７ 

HＰ      kirakirahatuden．com/ 

E メール     hirohata3777@outlook.jp 

 

建設基金募集、１，９００万円 

 ＮＰＯきらきら発電はこれまで 5 千万円の

建設基金協力をいただいています。基金は 10

年間無利子の預け入れ金です。10 年後に元本

をお返しします。高齢の方には、代理受取人

の登録をさせていただいています。募集期間

の締め切りは、2019 年 6 月を目標にしていま

す。ぜひ多くの方が環境にやさしい自然エネ

ルギー発電を増やすために、資金協力をして

くださることを期待しています。もちろん寄

付金での協力も受け付けています。  (比呂) 

 

 

 



若林区井土浜１号機と亘理町長瀞４号機の除草対策にご協力を！ 

防草シートに古じゅうたんを活用 
 ＮＰＯきらきら発電の野立ての太陽光発電所が 

2 か所(若林区井土浜 1 号機と亘理町長瀞 4 号機) 

に増えました。若林区井土浜はパネル直下に防草 

シートを敷いていますが、それでも草が生えてき 

て、5 月から 9 月まで毎月草刈りをしなければな 

りません。亘理町長瀞の 4 号機は防草シートを敷 

いていません。井土浜以上に草刈りが必要になり 

ます。     【写真は亘理 4 号機の開所式】 

 そこで使用されなくなった古じゅうたんを防草シートの代用とすることを考えました。 

 自宅に古じゅうたんのある方は、きらきら発電事務局(電話022-379-3777,FAX兼用)(携帯070-

2010-3777、広幡)にご一報ください。受け取りに伺います。 

 また公営の焼却場などで引き取るじゅうたんを代わりに引き取ることも考えています。 

 

東北電力の損益と販売電力量の推移 
 東北電力は 2019 年に女川原発 2 号機を再稼働させる計画でいます。本当に原発再稼働が必要

か、最近の東北電力の経営状況を確認します。 

 実は東北電力は 2007 年を境に販売電力量を減らしています。2008 年のリーマンショックが

原因と最初は考えられていましたが、2011 年の東日本大震災でふたたび売り上げを大きく減ら

し、2012 年に一時回復のきざしを見せたものの、翌年から毎年販売電力量を減らし続け、つい

に 2017 年には 2007 年当時の 14.4％の落ち込みとなりました。そして 2018 年度の予測では

18％減となっています。東北電力の販売電力量の落ち込に拍車をかけたのが、2016 年に実施さ

れた電力小売りの完全自由化です。今後の人口減少を考えると、販売量の回復は望めません。 

 2007 年と 2017 年の比較では、12,000Gwh の減少です。女川原発 2 号機・3 号機は 82.5 万㎾

の発電容量で、東北電力は 70％の稼働率を見込んでいるので、1 基 5,059Gwh の年間発電量。

既に原発 2 基分の発電量を越す売電量が失われています。これが東北電力の経営の実態です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(年度) 2007 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 

(2018

年予

想) 

営業損益   1146 -1,420 -559 856 1,697 1,897 1,304 1,076 780 

経常損益   802 -1,764 -932 390 1,166 1,526 1,047 884 620 

当期純損益   -337 -2,319 -1,036 343 764 973 699 472 430 

販売電力量推

移(2007 基準) 
0% -1.6% -10.4% -7.4% -7.9% -8.9% -10.7% -11.7% -14.4% -18.0% 

販売電力(Gwh) 84,072 82,706 75,304 77,833 77,452 76,623 75,057 74,258 72,003 68,900 

 

 



  署名数 有権者数 ％ 

仙台市青葉区 10,691  245,580  4.4% 

仙台市宮城野区 6,860  158,889  4.3% 

仙台市若林区 6,208  114,337  5.4% 

仙台市太白区 10,654  191,963  5.6% 

仙台市泉区 10,195  179,928  5.7% 

石巻市 8,514  123,995  6.9% 

塩竈市 4,973  47,003  10.6% 

気仙沼市 5,909  55,813  10.6% 

白石市 1,412  29,615  4.8% 

名取市 2,325  63,710  3.6% 

角田市 1,402  25,188  5.6% 

多賀城市 3,416  51,760  6.6% 

岩沼市 1,998  36,588  5.5% 

登米市 4,955  68,431  7.2% 

栗原市 4,056  59,560  6.8% 

東松島市 2,501  33,712  7.4% 

大崎市 8,763  110,614  7.9% 

富谷市 1,455  41,383  3.5% 

蔵王町 356  10,472  3.4% 

七ヶ宿町 164  1,230  13.3% 

大河原町 1,431  19,726  7.3% 

村田町 366  9,628  3.8% 

柴田町 1,077  32,228  3.3% 

川崎町 345  7,752  4.5% 

丸森町   11,983    

亘理町 830  28,601  2.9% 

山元町 212  10,853  2.0% 

松島町 885  12,542  7.1% 

七ヶ浜町 910  16,139  5.6% 

利府町 1,064  29,557  3.6% 

大和町 616  23,104  2.7% 

大郷町 385  6,986  5.5% 

大衡村 65  4,787  1.4% 

色麻町 445  5,810  7.7% 

加美町 1,272  20,199  6.3% 

涌谷町 2,003  14,213  14.1% 

美里町 2,499  21,138  11.8% 

女川町 1,238  5,659  21.9% 

南三陸町 596  11,321  5.3% 

合計 113,046  1,941,997  5.8% 

 

女川原発再稼働の是非を問う 

県民投票条例制定の署名運動 

 

１２月１２日１１３，０４６筆提出 

 12 月 12 日丸森町を除き 38 市区町村で一斉 

に選挙管理委員会に県民投票条例の署名を提 

出しましました。提出した署名数は 113,046 

筆。これに丸森町の署名数(12 月 5 日時点)を 

加えると、113,702 筆となります。全県で有 

権者比 5,8％でした。 

 今回の提出は仮提出で、丸森町の署名が終 

了したのち、本提出となります。 

 
写真は１２月１２日仙台市泉区選管への提出風景 

 

有権者比トップが女川町 

 県内で有権者比率トップが女川町です。 

 1967 年 3 月原発立地計画が発表されて以来 

町民の絆が東北電力と国によって分断されて 

きましたが、女川町民の本当の気持ちが示さ 

れたと思います。有権者比 2 割とは戸数に換 

算すると半数に達する数字です。原発立地自 

治体のこの署名数を、県知事や県議会の皆さ 

まがしっかりと受けとめてくださることを切 

に願う次第です。 

 

本請求は２月中旬か？ 
 丸森町は町長選挙の影響で、署名期間が 12 

月 31 日まで。そのため署名簿本提出は 1 月 

10 日の予定です。そこから署名簿の審査が始 

まります。審査期間は 20 日間です。結果、県 

民投票の本請求は 2 月中旬頃になります。 



 


